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建設技術審査証明書について 

 

 

 

特殊亜鉛塗料による鋼材防食技術 

常温亜鉛めっき ローバル工法 

BCJ-審査証明-104 

 

 

 

以下の（１）、（２）においてローバルは日本建築センターより、溶融亜鉛めっきの最高グレードである

HDZ55 と同等の防食性能を有することが証明されています。 

 

（１） ブラスト処理した一般構造用圧延鋼材（JIS G 3101）にローバルを平均乾燥膜厚 80μm 以上塗

装した場合 

 

（２） 適切に素地調整された溶融亜鉛めっき鋼板 （JIS G 3302 両面めっき付着量 80g/m2以上 ）に

ローバルを平均乾燥膜厚 40μm 以上塗装した場合 

 

 

以下の各種性能確認試験を行い、試験片を比較して審査した結果、ローバル塗装は溶融亜鉛めっき 

JIS H 8641 HDZ55（めっき付着量 550g/m2）と同等の防食性能を有する塗膜を形成するものと判断さ

れました。 

 

- 塩水噴霧試験（JIS K 5600-7-1:1999） 

- 複合サイクル試験（JIS K 5621:2002 7.12） 

- キャス試験（JIS H 8502:1999 7.3） 

- 耐湿試験（JIS K 5600-7-2:1999） 

- 人工酸性雨サイクル試験（JIS H 8502:1999 8.2） 

- 二酸化硫黄ガス試験（DIN 50018, DIN 0.2L） 

- 大気暴露試験（JIS Z 2381:2001） 

 

Certified by 

一般財団法人  日本建築センター 

The Building Center of Japan  
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試験結果 
 

 
ローバル 

(ブラスト鋼板：2 回塗 80μm) 

溶融亜鉛めっき 

(HDZ55 550g/m2) 

試験前 

  

塩水噴霧試験 

（2256 時間） 

  

複合サイクル試験  

（1512 時間） 

  

キャス試験 

（168 時間） 

 

  

耐湿試験 

（1008 時間） 

  

人工酸性雨 

サイクル試験 

（1008 時間） 

  

二酸化硫黄ガス試験  

（4032 時間） 
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